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研究成果の概要（和文）：アフリカの熱帯雨林で生活を営んでいるピグミー系の狩猟採集民は狩猟規制をともな
う自然保護や生活環境を破壊する伐採事業によって生活や文化を維持することが困難になっている。彼らが培っ
てきた「伝統的な生態学的知識」は、アイデンティティの維持だけでなく森林環境を維持していくうえでも重要
である。本研究は、これらの性質を明らかにしながら、このような知識が習得・維持される条件の検討を行っ
た。とくに、カメルーンに暮らしている狩猟採集民のバカ・ピグミーについて事例研究を行った。また性質を明
らかにするために、マレーシアの狩猟採集民プナンと比較を行った。

研究成果の概要（英文）：Pygmy hunter gatherers faced hunting regulations and logging operations. It 
is very difficult for them to keep their life and culture which they have developed through 
interaction with forests. "Traditional Ecological Knowledge" is very important for their identity 
and sustainable use of forest. I examined characteristics of "Traditional Ecological Knowledge" and 
discussed social circumstance in which they could inherit their knowledge. I used case study of Baka
 hunter gatherers in Cameroon. I also made a comparative study of Baka and Punan hunter gatherers in
 Malaysia.
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１．研究開始当初の背景 
熱帯雨林の保護は、地球環境問題にお

ける最重要課題の一つとなっている。し
かしアフリカの熱帯雨林では、グローバ
ルな環境思想と制度がこの地域に暮らし
てきた先住民ピグミーから生活と文化の
基盤である森を奪いつつある。森林保全
プロジェクトがすすめる国立公園や世界
遺産の設定は、ローカルな現場でピグミ
ーの移動生活や狩猟活動を禁止し、ピグ
ミーと保護側のあいだで森林資源をめぐ
る対立が起きている。 
私はこれまで「アフリカ熱帯雨林の保

全と先住民の生活・文化の両立」を目標
としてきた。カメルーン東南部の先住民
バカ（ピグミーの一集団）の森林利用と
「伝統的な生態学的知識（TEK）」を定量
的かつ定性的に明らかにし、現行の森林
保全プロジェクトの問題点と改善点を具
体的に提示した。   
またバカが主体的に外部社会に対して

自分たちの存在を示す手段として、彼ら
自身が GPS を用いて活動域をマッピング
する方法や近年この地域で活発化してい
る先住民運動の動向について検討を行っ
てきた。 
次のステップとして申請者が目をつけ

ているのが、バカの詳細かつ豊富な「伝
統的な生態学的な知識(TEK)」である。バ
カが従来の生活や文化を維持していくた
めには、彼らの活動域である広い森林環
境だけでなく、それに関するソフトウェ
ア、すなわち TEK が必要であると考える。
TEK は彼らが自信を持って語るものであ
り、バカのマイノリティ化が地域社会で
進むなか今後アイデンティティの形成・
維持のためにもきわめて重要な意味を担
ってくるだろう。早くから先住民運動の
盛んであった北米や南米では、TEK が自
然資源の持続的利用に果たす役割が注目
を浴びてきたが(e.g. Berkes 1999)、ア
フリカでは先住民運動の歴史が浅く、TEK
はほとんど注目を浴びてこなかった。 
私は 733 種類の動植物に関するバカの

知識の研究からアフリカ熱帯雨林におい
て先住民であるバカの TEK が彼らの文化
や森林の保全に貢献する可能性は大きい
と考えている。しかし、バカの TEK に関
する研究は動植物に関する知識の概要と
一部の特性（大きな個人差が存在）を明
らかにするにとどまっており（e.g.服部
2012）、TEK が習得・継承されていくプロ
セス、さらにはそれが森林保全に関して
もつ可能性はほとんど議論されてこなか
った。 
バカの TEK に関する詳細かつ十分な研

究がほとんど行われないまま、一部の地
域のバカは、近代化政策や森林保全の影
響を受けることによって TEK を変容・消
失させている可能性も出始めている。TEK

の習得・継承のプロセスと TEK がおかれ
ている状況を早急に明らかにするととも
に、森林保全における TEK の活用の可能
性について検討する必要がある。 
 
Berkes, F., 1999. Sacred Ecology: 
Traditional Ecological Knowledge and 
Resource Management. Philadelphia. 
Taylor & Francis. 
服部志帆,2012.「森と人の共存への挑戦：
アフリカ熱帯雨林保護と狩猟採集民の生
活・文化の保全に関する研究」（京都大学ア
フリカ研究シリーズ 008）、松香堂書店. 
 
 
２．研究の目的 
私は TEK が習得・継承されていくプロ

セスと TEK が置かれている状況を明らか
にし、これらが再生産されていく条件を
具体的に提示する。 
外部社会との接触が比較的少なく従来

の生活を維持している伝統的な集団を対
象とし、TEK は実際に誰からいつどこで
どのように習得・継承されるのかを明ら
かにする。これまでピグミーの学習に関
する先行研究では、大人は子どもたちに
積極的に教示をおこなわないことが限ら
れた実証的なデータをもとに論じられて
きた（e.g.亀井,2010）。 
私はこれまでにバカが植物知識を両親

から学ぶことを聞き取り、実際に両親が
森で子どもに知識を教示している様子を
観察した。TEKには非教示で学ぶものと、
そうでないものがあるのだろうか。知識
が情報として獲得された後、知識を試行
錯誤しながら利用し自分のなかに取り込
む、さらにはそれを他者に継承していく
プロセスについても追いたい。 
TEK が現在置かれている状況について

は、近代化の影響を受けて生活を変容さ
せている集団を対象に TEK と日常行動の
世代差、性差、経験差について明らかに
し、これらと申請者がすでに調査を行っ
た伝統的な集団の結果を比較してみたい。
定住化・農耕化政策、学校教育、森林保
全などがバカの行動をどのように変え、
それによって TEK がどのような影響を受
けているのか検討し、バカが TEK を維持
していける社会経済的な状況を明らかに
する。 
TEK が森林保全において果たす役割に

ついては、これまで研究会やシンポジウ
ムをともに開催してきたこの地域の研究
者のネットワークを通じて、TEK 検討会
を立ち上げ、TEK を取り巻く現況、GPS と
TEKを用いてバカが行う動物資源の管理、
TEK をヒントにした非木材資源の活用の
可能性、について検討する。 
 
亀井伸孝,2010.「森の小さな〈ハンター〉



たち－狩猟採集民の子どもの民族誌」京都
大学出版会 
 
 
３．研究の方法 
研究期間 3 年のうち、初年度と次年度

はそれぞれに 2 度ずつの現地調査を実施
する。伝統的な先住民集団の調査から「伝
統的な生態学的知識（TEK）」の習得・継
承のプロセスを明らかにし、近代的な先
住民集団の調査から近代化による生活の
変化とともに変容・消失しつつある TEK
の現状を明らかにする。これらから TEK
の存続条件の検討を行い、最終年度にTEK
検討会を調査地であるカメルーンと問題
解決に影響力を持つイギリス、そして日
本で行う。ここでは、本研究で明らかに
する TEK の現況と文化保全に TEK が果た
す役割について議論を行うとともに、TEK
の保全と活用方法について検討する。 
 
 
４．研究成果 
 数年の間、体調不良のために地理的に
遠いアフリカにおけるフィールドワーク
がほとんどできなかったため、研究方法
については修正を行わざるを得なかった。
修正した点は、下記のとおりである。①
体調が改善した時にマレーシアにおける
フィールドワークの実施しアフリカとの
比較研究を行い、アフリカの先住民のTEK
の特性を検討した。②TEK の存続条件に
ついては、TEK を取り巻く状況を政治的
社会的な観点から検討を続けた。③成果
を国内外の学会で発表し、TEK の特性や
存続についての議論を行った。 
 アフリカにおいて、伝統的な集団と近
代的な集団の知識を比較するというアプ
ローチはとれなかったが、アジアを事例
に TEK の特性を明らかにし、存続する条
件について議論を深めることができたの
は成果であると考えている。 
①東南アジアで狩猟採集民の民族植物

学について研究を行ってきた小泉博士の
協力によって行った詳細なアジアとアフ
リカの比較民族植物学はこの分野で初の
試みであり充実した研究となった。比較
の詳細についていうと、どちらも非常に
多くの植物を認識・命名しているが、食
用については東南アジアの狩猟採集民が
多くの知識を持っており、薬については
アフリカの狩猟採集民が多くの知識を持
っていることがわかった。物質文化につ
いては同等である。このような差異を自
然環境、言語環境、移動史、生活変容か
ら検討し、知識が維持・および変容する
要因について論じた。 
②TEK の存続条件については、現在ア

フリカ熱帯雨林の先住民の置かれている
状況を自然保護との関わりからさらに考

察した。カメルーンでは狩猟の取り締ま
りに軍事的な介入が見られるようになっ
ていることや、先住民の支援団体の介入
により現地で対立が生じており、先住民
による森林利用がますます困難な状況に
あることを報告した。状況は深刻であり、
TEK の保全のためにはこのような状況を
取り除き、先住民が森林利用を許容する、
人間の活動を取り込んだ自然保護が求め
られることを強調した。 
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